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≪IPv6 Enabled Program とは≫

–“IPv6に対応しているサービス”にロゴを付けIPv6の普及促進を図ること

が目的

–基本はサービスを自己確認して登録する仕組み

–継続してIPv6対応している事を確認する仕組みを持っている

–先ずは”WWW”と”ISP”から開始。今後順次拡大予定

–運用主体は、IPv6 Forum傘下のIPv6 enabled Steering Groupが実施。

（IPv6 Ready Logoの検討・運用を行っているのは、 IPv6 Forum傘下

のIPv6 Ready Logo Committee）

≪Logoマーク≫

–詳細は http://www.ipv6forum.com/ipv6_enabled/ 参照

WWW Logo ISP Logo



運用を開始したIPv6 Enabled Program



WWW Logoの使用例
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基本指針とIPv6 Enabled Programの関係

• IPv4アドレス枯渇対応タスクフォースでは、“IPv6に対応して
いるサービス”にロゴを付けIPv6の利用促進を図ることを目
的として、 「インターネットサービス等のIPv6対応に係る基本

指針（総務省）」に基づいた国内のサービス・ロゴの検討を実
施。

• 一方、IPv6 Forum では6月中旬よりIPv6 Enabled Program
として「www（webページ）」と「ISP」について登録プログラム
を開始。

• IPv6 Enabled Programの仕様については、基本指針との間

に大きな差はないため、日本としてもこれを普及していくこと
が適当と判断した。

（別紙参照）



基本指針とIPv6 Enabled Programとの相違点

（別紙）

インターネット
サービス等

ISPサービス

ISPがメールサービスを提供する場合、「基本指針」では以下の条件を満たす
ことが必要であるとしているが、「IPv6 Enabled Program」では特に条件を設定
していない。

“IPv4、IPv6の双方のユーザー間でメールの送受ができるように適切な措置
が行われていること” （基本方針）

⇒「メールサービスを提供する場合、 IPv4、IPv6の双方のユーザー間でメー
ルの送受ができることが望ましい」旨の解説を翻訳サイトに掲示する。
また、今後、条件を追加する方向でIPv6 Enabled Programに提案していく。

ホスティングサー
ビス、
DNSサービス

「IPv6 Enabled Program」の対象とはなっていない。

⇒今後、国内でサービス分類を整理し、要求条件を検討してIPv6 Forumにイ
ンプットしていく。

Webページ

「基本指針」では以下の条件を満たすことが必要であるとしているが、「IPv6 
Enabled Program」では特に条件を設定していない。

“他のドメインから情報を取得して表示するようなwebページにおいては、当該
情報も含めて、IPv6による通信によって閲覧可能であることが求められる。”

（基本方針）

⇒「当該Webページ中に含まれる、他ドメインから取得するコンテンツ(情報）に
関してもIPv6による通信によって閲覧可能であることが望ましい」旨の解説を
翻訳サイトに掲示する。
また、今後、条件を追加する方向でIPv6 Enabled Programに提案していく。



JATEでの翻訳サイトの立上げ

・IPv6 Enabled Programは、英文で書かれているため、日本語翻訳サイトを
立上げ、サービスロゴ取得の促進を図る。サービスの登録は、翻訳サイトか
らリンクされているIPv6 Enabled Programのサイトから、英語で登録を行う。
また、登録サイトの検索についても、 IPv6 Enabled Programのサイトのプ
ルダウンメニュー（英語）で検索する。

・ IPv6 Enabled Programと基本指針の差を埋めるための自主的チェック項
目を掲示する。

・英文での入力の際の注意事項・記入例を日本語で提供する。

・日本語での問合せ対応を行う。(今後、 IPv6 Enabled Programでのチェック・
アルゴリズムが明確になった場合に実施。）

・翻訳サイト立上げに際して、報道発表やイベント等での紹介などのプロモー
ション活動を行う。 （9月3日の立上げを予定）



IPv6 Enabled Programの翻訳ページ
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